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　 な お 、 電 極 材 料 等 に 使 用 さ れ る コ ー ク ス を 製 造 す る 際 に は 、 ダ ス ト の 防 止 を 目 的 と
し て 、 得 ら れ る か 焼 コ ー ク ス に 防 塵 油 （ デ ダ ス テ ィ ン グ オ イ ル ） を 吹 き 付 け る の が 通 常 で
あ る が 、 本 発 明 の 製 造 方 法 は か か る 防 塵 油 処 理 工 程 を 含 ま な い 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 吸
着 剤 に は 防 塵 油 が 含 ま れ な い 。
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 通 油 性 を 有 す る 袋 体 と し て は 、 例 え ば 、 細 孔 を 多 数 穿 設 し た 紙 や 不 織 布 か ら な る シ ー ト
材 を 、 開 口 部 を 有 す る 袋 状 に 形 成 し た も の を 使 用 す る こ と が で き 、 本 発 明 の 吸 着 剤 を
に 充 填 し た 後 に 開 口 部 を 閉 じ て 吸 着 剤 が 袋 体 か ら 出 な い よ う に す る 。 の 形 状 は 特 に 制
限 さ れ ず 、 マ ッ ト 状 や 棒 状 と す る こ と が で き る 。
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